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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置と、前記表示装置と通信可能な情報端末と、を含む表示システムであって、
　前記情報端末は、
　記憶部において選択されたコンテンツデータの格納場所を示す情報を含み、前記コンテ
ンツデータの再生を制御する前記コンテンツデータの数に応じた再生制御情報を生成する
生成部と、
　前記再生制御情報を前記表示装置へ送信する送信部と、を有し、
　前記表示装置は、
　前記送信部により送信された再生制御情報を受信する受信部と、
　前記情報端末から再生指示を受けた前記コンテンツデータの数に応じて前記再生制御情
報に含まれる所定項目の値を変更する再生制御部と、
　前記情報端末から前記コンテンツデータの再生指示を受けて、前記再生制御情報又は変
更後の前記再生制御情報を設定し、前記コンテンツデータを設定された前記再生制御情報
又は前記変更後の前記再生制御情報にしたがって再生する表示制御部と、を有することを
特徴とする表示システム。
【請求項２】
　表示装置と、プログラムと、を含む表示システムであって、
　前記プログラムは、前記表示装置と通信可能な情報端末に、
　記憶部において選択されたコンテンツデータの格納場所を示す情報を含み、前記コンテ
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ンツデータの再生を制御する前記コンテンツデータの数に応じた再生制御情報を生成する
生成手順と、
　前記再生制御情報を前記表示装置へ送信する送信手順と、を実行させ、
　前記表示装置は、
　前記送信手順により送信された再生制御情報を受信する受信部と、
　前記情報端末から再生指示を受けた前記コンテンツデータの数に応じて前記再生制御情
報に含まれる所定項目の値を変更する再生制御部と、
　前記情報端末から前記コンテンツデータの再生指示を受けて、前記再生制御情報又は変
更後の前記再生制御情報を設定し、前記コンテンツデータを設定された前記再生制御情報
又は前記変更後の前記再生制御情報にしたがって再生する表示制御部と、を有することを
特徴とする表示システム。
【請求項３】
　表示装置と通信可能な情報端末であって、
　記憶部において選択されたコンテンツデータの格納場所を示す情報を含み、前記コンテ
ンツデータの再生を制御する、前記コンテンツデータの数に応じて値が変更される前記コ
ンテンツデータの表示の切り替えに関する項目を含む再生制御情報を生成する生成部と、
　前記再生制御情報を前記表示装置へ送信する送信部と、を有することを特徴とする情報
端末。
【請求項４】
　情報端末と通信可能であり、コンテンツデータを再生する表示装置であって、
　前記情報端末において生成された、前記コンテンツデータの格納場所を示す情報を含み
、前記コンテンツデータの再生を制御する再生制御情報を受信する受信部と、
　前記情報端末から再生指示を受けた前記コンテンツデータの数に応じて前記再生制御情
報に含まれる所定項目の値を変更する再生制御部と、
　前記情報端末から前記コンテンツデータの再生指示を受けて、前記再生制御情報又は変
更後の前記再生制御情報を設定し、前記コンテンツデータを設定された前記再生制御情報
又は前記変更後の前記再生制御情報にしたがって再生する表示制御部と、を有することを
特徴とする表示装置。
【請求項５】
　前記所定項目は、前記コンテンツデータの表示の切り替えに関する項目であり、
　前記再生制御部は、
　前記コンテンツデータの数が複数であるか否かを判断し、前記コンテンツデータの数が
複数でないとき、前記表示の切り替えに関する項目の値を無効な値に変更することを特徴
とする請求項４記載の表示装置。
【請求項６】
　前記表示の切り替えに関する項目は、前記コンテンツデータの再生時間を示す項目を含
み、
　前記再生制御部は、
　前記再生時間を示す項目の値を０又は無限大の何れか一方に設定することを特徴とする
請求項５記載の表示装置。
【請求項７】
　前記表示の切り替えに関する項目は、前記コンテンツデータの切り替え方を示す項目を
含み、
　前記再生制御部は、
　前記コンテンツデータの切り替え方を示す項目の値を無効な値に設定することを特徴と
する請求項６記載の表示装置。
【請求項８】
　表示装置と通信可能な情報端末において実行される再生制御プログラムであって、
　前記情報端末に、
　記憶部において選択されたコンテンツデータの格納場所を示す情報を含み、前記コンテ
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ンツデータの再生を制御する、前記コンテンツデータの数に応じて値が変更される前記コ
ンテンツデータの表示の切り替えに関する項目を含む再生制御情報を生成する生成手順と
、
　前記再生制御情報を前記表示装置へ送信する送信手順と、を実行させることを特徴とす
る再生制御プログラム。
【請求項９】
　前記生成手順は、
　前記コンテンツデータの数が複数か否かを判断し、前記コンテンツデータが複数でない
とき、前記再生制御情報に含まれる前記コンテンツデータの表示の切り替えに関する項目
の値を無効な値とすることを特徴とする請求項８記載の再生制御プログラム。
【請求項１０】
　前記表示の切り替えに関する項目は、前記コンテンツデータの再生時間を示す項目を含
み、
　前記生成手順は、
　前記再生時間を示す項目の値を０又は無限大の何れか一方に設定することを特徴とする
請求項９記載の再生制御プログラム。
【請求項１１】
　前記表示の切り替えに関する項目は、前記コンテンツデータの切り替え方を示す項目を
含み、
　前記生成手順は、
　前記コンテンツデータの切り替え方を示す項目の値を無効な値に設定することを特徴と
する請求項１０記載の再生制御プログラム。
【請求項１２】
　情報端末と通信可能であり、コンテンツデータを再生する表示装置において実行される
再生プログラムであって、
　前記表示装置に、
　前記情報端末において生成された、前記コンテンツデータの格納場所を示す情報を含み
、前記コンテンツデータの再生を制御する再生制御情報を受信する受信手順と、
　前記情報端末から再生指示を受けた前記コンテンツデータの数に応じて前記再生制御情
報に含まれる所定項目の値を変更する再生制御手順と、
　前記情報端末から前記コンテンツデータの再生指示を受けて、前記再生制御情報又は変
更後の前記再生制御情報を設定し、前記コンテンツデータを設定された前記再生制御情報
又は前記変更後の前記再生制御情報にしたがって再生する表示制御手順と、を実行させる
ことを特徴とする再生プログラム。
【請求項１３】
　表示装置と、前記表示装置と通信可能な情報端末と、を含む表示システムによる再生制
御方法であって、
　前記情報端末による、
　記憶部において選択されたコンテンツデータの格納場所を示す情報を含み、前記コンテ
ンツデータの再生を制御する前記コンテンツデータの数に応じた再生制御情報を生成する
生成手順と、
　前記再生制御情報を前記表示装置へ送信する送信手順と、
　前記表示装置による、
　前記送信手順において送信された再生制御情報を受信する受信手順と、
　前記情報端末から再生指示を受けた前記コンテンツデータの数に応じて前記再生制御情
報に含まれる所定項目の値を変更する再生制御手順と、
　前記情報端末から前記コンテンツデータの再生指示を受けて、前記再生制御情報又は変
更後の前記再生制御情報を設定し、前記コンテンツデータを設定された前記再生制御情報
又は前記変更後の前記再生制御情報にしたがって再生する表示制御手順と、を有すること
を特徴とする再生制御方法。



(4) JP 6236973 B2 2017.11.29

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンテンツデータの表示システム、情報端末、表示装置、再生制御プログラ
ム、再生プログラム及び再生制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、情報端末から表示装置に画像データを提供し、表示装置に画像を表示させる
技術が知られている。この従来の技術では、表示装置の各種設定値に予め調整された値が
設定されるが、近年では、表示装置の設定値を調整する労力を省くための工夫が為されて
いる。
【０００３】
　この工夫の一つとして、例えば画像データを提供する側の情報端末から、画像の表示に
係る設定状態を指定する表示設定情報を表示装置へ送信し、表示装置に表示設定情報にし
たがった設定をさせる方法が既に知られている（特許文献１）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら上記の方法では、表示装置は、例えば表示輝度やカラーモード等の表示に
係る値を設定するのみである。したがって、例えば複数の画像等を含むコンテンツデータ
を表示装置に表示させる場合等には、画像の表示順や表示時間等のコンテンツデータの再
生に関する情報を表示装置に設定させることが困難である。
【０００５】
　本発明は、上記事情を鑑みてこれを解決すべく為されたものであり、表示装置にコンテ
ンツデータの再生に関する情報を設定させることが可能な表示システム、情報端末、表示
装置、再生制御プログラム、再生プログラム及び再生制御方法を提供することを目的とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記目的を達成すべく以下の如き構成を採用した。
【０００７】
　本発明は、表示装置と、前記表示装置と通信可能な情報端末と、を含む表示システムで
あって、前記情報端末は、記憶部において選択されたコンテンツデータの格納場所を示す
情報を含み、前記コンテンツデータの再生を制御する前記コンテンツデータの数に応じた
再生制御情報を生成する生成部と、前記再生制御情報を前記表示装置へ送信する送信部と
、を有し、前記表示装置は、前記送信部により送信された再生制御情報を受信する受信部
と、前記情報端末から再生指示を受けた前記コンテンツデータの数に応じて前記再生制御
情報に含まれる所定項目の値を変更する再生制御部と、前記情報端末から前記コンテンツ
データの再生指示を受けて、前記再生制御情報又は変更後の前記再生制御情報を設定し、
前記コンテンツデータを設定された前記再生制御情報又は前記変更後の前記再生制御情報
にしたがって再生する表示制御部と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、表示装置にコンテンツデータの再生に関する情報を設定させることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第一の実施形態の表示システムのシステム構成の一例を示す図である。
【図２】第一の実施形態の表示システムの利用シーンの一例を説明する図である。
【図３】第一の実施形態の表示システムが有する各装置のハードウェア構成の一例を示す
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図である。
【図４】第一の実施形態の表示システムが有する各装置の機能構成の一例を示す図である
。
【図５】第一の実施形態の設定項目情報の一例を示す図である。
【図６】第一の実施形態の設定テーブルの一例を示す図である。
【図７】第一の実施形態の再生制御情報の一例を説明する図である。
【図８】第一の実施形態の表示システムの動作を説明するシーケンス図である。
【図９】第一の実施形態の情報端末に表示されるコンテンツデータの一覧画面の例を示す
図である。
【図１０】第一の実施形態の情報端末に表示される設定画面の例を示す図である。
【図１１】第二の実施形態の表示システムが有する各装置の機能構成の一例を示す図であ
る。
【図１２】第二の実施形態の再生制御情報の一例を説明する図である。
【図１３】第二の実施形態の表示システムの動作を説明するシーケンス図である。
【図１４】第三の実施形態の表示システムが有する各装置の機能構成の一例を示す図であ
る。
【図１５】第三の実施形態の再生制御情報の一例を説明する図である。
【図１６】第三の実施形態の表示システムの動作を説明するシーケンス図である。
【図１７】第四の実施形態の表示システムのシステム構成の一例を示す図である。
【図１８】第四の実施形態の表示システムが有する各装置の機能構成の一例を示す図であ
る。
【図１９】第四の実施形態の再生制御情報の一例を説明する図である。
【図２０】第四の実施形態の表示システムの動作を説明するシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明は、ユーザが設定した値に基づきコンテンツデータの再生のさせ方を示す再生制
御情報を生成して表示装置へ送信し、表示装置にコンテンツデータの再生に関する情報を
設定させる。
（第一の実施形態）
　以下に図面を参照して本発明の第一の実施形態について説明する。図１は、第一の実施
形態の表示システムのシステム構成の一例を示す図である。
【００１１】
　本実施例の表示システム１００は、情報端末２００と表示装置３００とを有し、情報端
末２００と表示装置３００とはネットワーク等のデータ伝送路Ｎを介して接続される。
【００１２】
　本実施例の情報端末２００は、例えば３Ｇ（3rd Generation）,ＬＴＥ（Long Term Evo
lution），４Ｇ（4th Generation）の規格に準ずる通信方式による通信を行っても良い。
また本実施形態の情報端末２００は、例えばＺｉｇＢｅｅやＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）等に準ずる通信方式よる通信を行っても良い。
【００１３】
　本実施形態の情報端末２００は、例えばスマートフォンや携帯電話等の無線通信端末で
あっても良い。また本実施形態の情報端末２００は、例えばタブレットＰＣ（Personal C
omputer）やノート型ＰＣであっても良い。本実施形態の情報端末２００は、表示装置３
００と通信を行えるものであれば良い。
【００１４】
　本実施形態の情報端末２００は、再生制御プログラム２１０がインストールされている
。本実施形態の情報端末２００は、再生制御プログラム２１０を実行して表示装置３００
に表示させるコンテンツデータの再生制御情報を生成し、コンテンツデータと再生制御情
報とを表示装置３００へ送信する。
【００１５】
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　本実施形態の表示装置３００は、再生プログラム３１０がインストールされている。本
実施形態の表示装置３００は、再生プログラム３１０を実行することで、情報端末２００
から送信されたコンテンツデータを再生制御情報に基づき表示させる。
【００１６】
　本実施形態の表示装置３００は、情報端末２００から送信された再生制御情報に基づき
コンテンツデータを表示させることが可能な表示機能を有していれば良い。具体的には本
実施例の表示装置３００は、例えばプロジェクタやディスプレイ等である。
【００１７】
　以下の本実施形態の説明では、表示装置３００が再生制御情報にしたがってコンテンツ
データを表示させることを、コンテンツデータを再生する、と表現する。
【００１８】
　また本実施形態のコンテンツデータとは、例えば画像データや動画データ等である。コ
ンテンツデータとなる画像データは、例えば１枚の画像の画像データであっても良いし、
複数枚の画像の画像データであっても良い。本実施形態のコンテンツデータは、表示装置
３００に表示させることが可能なデータであれば良い。
【００１９】
　以下の本実施形態の説明では、表示装置３００で再生されるコンテンツデータを再生コ
ンテンツデータと呼び、それ以外の例えば所定の記憶領域に格納されているコンテンツデ
ータを単にコンテンツデータと呼ぶ。
【００２０】
　以下に図２を参照して本実施形態の表示システム１００の利用シーンについて説明する
。図２は、第一の実施形態の表示システムの利用シーンの一例を説明する図である。
【００２１】
　図２の例では、情報端末２００をスマートフォン又はタブレットＰＣとし、表示装置３
００をプロジェクタ３０１とスクリーン３０２を含む構成とし、表示システム１００を例
えば電子看板（Digital Signage）に用いた場合を示している。
【００２２】
　本実施形態の情報端末２００は、ユーザにより再生コンテンツデータの再生の仕方が設
定されると、この設定に基づき再生コンテンツデータの再生制御情報を生成する。そして
情報端末２００は、再生コンテンツデータと再生制御情報とをプロジェクタ３０１へ送信
する。プロジェクタ３０１は、受信した再生コンテンツデータを記憶部に保存し、再生制
御情報にしたがって再生コンテンツデータを再生する。
【００２３】
　本実施形態の表示システム１００では、ユーザは、１度再生コンテンツデータと再生制
御情報を表示装置３００に送信すれば、所望の設定通りに再生コンテンツデータを継続し
て再生することができる。
【００２４】
　すなわち本実施形態の表示システム１００を電子看板等に適用した場合、自動的にユー
ザが望むようにコンテンツデータが再生されるため、ユーザはコンテンツデータの表示順
や表示の切り替え等をその都度設定する手間を省くことができる。
【００２５】
　次に図３を参照して本実施形態の表示システム１００の有する各装置のハードウェア構
成を説明する。図３は、第一の実施形態の表示システムが有する各装置のハードウェア構
成の一例を示す図である。
【００２６】
　本実施形態の情報端末２００は、それぞれバスＢ１で相互に接続されているＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit）２１、記憶部２２、入力部２３、外部インターフェイス部２４
、ネットワーク制御部２５、出力部２６、ドライバ２７を有する。
【００２７】
　ＣＰＵ２１は、情報端末２００の各種動作を制御する。記憶部２２は、情報端末２００
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の動作や演算に係る各種情報や、情報端末２００で実行される各種プログラム等が格納さ
れる。入力部２３は、各種信号や情報を入力するために用いられる。入力部２３は、例え
ばタッチパネル等の表示機能を有していても良い。また本実施形態の入力部２３は、例え
ばポインティングデバイスやキーボード等であっても良い。
【００２８】
　本実施形態の外部インターフェイス部２４は、例えばＵＳＢ（Universal Serial Bus）
メモリスロットやＮＦＣ（Near field communication）等である。ネットワーク制御部２
５は、モデム，ＬＡＮカード等を含み、ネットワークに接続する為に用いられる。
出力部２６は、情報端末２００から各種情報報の出力するために用いられる。本実施形態
の出力部２６は、例えばディスプレイ等であっても良いし、外部装置へ各種データを送信
する送信部であっても良い。
【００２９】
　本実施形態の再生制御プログラム２１０は、情報端末２００を制御する各種プログラム
の少なくとも一部である。再生制御プログラム２１０は例えば記録媒体２８の配布やネッ
トワークからのダウンロードなどによって提供される。再生制御プログラム２１０を記録
した記録媒体２８は、ＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク、光磁気ディスク等の様に情
報を光学的，電気的或いは磁気的に記録する記録媒体、ＲＯＭ、フラッシュメモリ等の様
に情報を電気的に記録する半導体メモリ等、様々なタイプの記録媒体を用いることができ
る。
【００３０】
　また再生制御プログラム２１０を記録した記録媒体２８がドライバ２７にセットされる
と、再生制御プログラム２１０は記録媒体２８からドライバ２７を介して記憶部２２にイ
ンストールされる。ネットワークからダウンロードされた再生制御プログラム２１０は、
ネットワーク制御部２５を介して記憶部２２にインストールされる。
【００３１】
　記憶部２２は、インストールされた再生制御プログラム２１０を格納すると共に、必要
なファイル，データ等を格納する。ＣＰＵ２１は記憶部２２に格納された再生制御プログ
ラム２１０に従って、後述するような各種処理を実現している。
【００３２】
　本実施形態の表示装置３００は、それぞれバスＢ２で相互に接続されているＣＰＵ３１
、記憶部３２、入力部３３、外部インターフェイス部３４、ネットワーク制御部３５、表
示部３６、ドライバ２７を有する。
【００３３】
　ＣＰＵ３１は、表示装置３００の各種動作を制御する。記憶部３２は、表示装置３００
の動作や演算に係る各種情報や、表示装置３００で実行される各種プログラム、表示装置
３００で再生されるコンテンツデータ等が格納される。入力部３３は、各種信号や情報を
入力するために用いられる。入力部３３は、例えば表示装置３００を操作する操作部材等
である。
【００３４】
　本実施形態の外部インターフェイス部３４は、例えばＵＳＢ（Universal Serial Bus）
メモリスロットやＮＦＣ（Near field communication）等である。ネットワーク制御部３
５は、表示装置３００のネットワークへの接続を制御する。表示部３６は、表示装置３０
０が表示指示を受けたコンテンツデータを表示させる。
【００３５】
　本実施形態の再生プログラム３１０は、表示装置３００を制御する各種プログラムの少
なくとも一部である。再生プログラム３１０は例えば記録媒体３８の配布やネットワーク
からのダウンロードなどによって提供される。また再生プログラム３１０を記録した記録
媒体３８がドライバ３７にセットされると、再生プログラム３１０は記録媒体３８からド
ライバ３７を介して記憶部３３にインストールされる。ネットワークからダウンロードさ
れた再生プログラム３１０は、ネットワーク制御部３５を介して記憶部３３にインストー
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ルされる。
【００３６】
　記憶部３３は、インストールされた再生プログラム３１０を格納すると共に、必要なフ
ァイル，データ等を格納する。ＣＰＵ３１は記憶部３３に格納された再生プログラム３１
０に従って、後述するような各種処理を実現している。
【００３７】
　次に、図４を参照して本実施形態の表示システム１００が有する各装置の機能構成につ
いて説明する。図４は、第一の実施形態の表示システムが有する各装置の機能構成の一例
を示す図である。
【００３８】
　本実施形態の情報端末２００は、記憶部２２内に設けられた所定の記憶領域２２０を有
する。記憶領域２２０には、例えばコンテンデータ２２１と、設定項目情報２２２とが格
納されている。コンテンツデータ２２１は、例えば表示装置３００へ表示することが可能
なデータであり、例えば画像データや動画データ等である。本実施形態の設定項目情報２
２２は、再生制御情報においてユーザにより設定される項目を示す情報である。設定項目
情報２２２の詳細は後述する。
【００３９】
　また本実施形態の情報端末２００は、表示制御部２１１、入力受付部２１２、再生制御
情報生成部２１３、送信部２１４を有する。
【００４０】
　本実施形態の表示制御部２１１は、情報端末２００の出力部２６であるディスプレイ等
に、コンテンツデータ２２１の一覧画面や、設定項目情報２２２に含まれる項目の値を設
定させる設定画面等を表示させる。
【００４１】
　本実施形態の入力受付部２１２は、コンテンツデータ２２１の一覧を表示させた一覧画
面においてコンテンツデータ２２１の選択を受け付ける。本実施形態では、情報端末２０
０の一覧画面において選択されたコンテンツデータ２２１が、表示装置３００で再生され
る再生コンテンツデータ３３１として、表示装置３００へ送信される。また本実施形態の
入力受付部２１２は、設定項目情報２２２に含まれる項目の値を設定させる設定画面にお
ける設定値の入力を受け付ける。
【００４２】
　本実施形態の再生制御情報生成部２１３は、再生コンテンツデータに含まれる情報に基
づき、再生制御情報３３２を生成する。具体的には本実施形態の再生制御情報生成部２１
３は、再生制御情報３３２に含まれる項目と、各項目に設定された値とを対応付けた設定
テーブル２１５を保持しており、設定テーブル２１５を参照して所定のフォーマットにし
たがった再生制御情報３３２を生成する。
【００４３】
　本実施形態では、設定項目情報２２２に含まれる項目は再生制御情報３３２に含まれる
項目の一部である。すなわち本実施形態の再生制御情報３３２には、設定項目情報２２２
に含まれる項目に対してユーザが設定した値が含まれる。本実施形態の再生制御情報生成
部２１３の処理の詳細は後述する。
【００４４】
　本実施形態の送信部２１４は、再生コンテンツデータ３３１と、生成された再生制御情
報３３２とを表示装置３００へ送信する。
【００４５】
　尚本実施形態の情報端末２００は、コンテンツデータ２２１が記憶部２２内に格納され
ているものとしたが、これに限定されない。コンテンツデータ２２１は、例えば情報端末
２００が読取可能な可搬型の記録媒体に格納されていても良いし、情報端末２００と通信
が可能な外部装置に格納されていても良い。
【００４６】
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　本実施形態の表示装置３００は、保存制御部３１１、検証部３１２、通知部３１３を有
する。また本実施形態の表示装置３００は、表示部３６に対する表示を制御する表示制御
部３２０を有する。
【００４７】
　さらに本実施形態の表示装置３００は、情報端末２００から送信された再生コンテンツ
データ３３１と、再生制御情報３３２とが格納される記憶領域３３０を有する。尚本実施
形態の記憶領域３３０は、例えば表示装置３００の有する記憶部３２に設けられても良い
し、表示装置３００が読取可能な可搬型の記録媒体に設けられても良い。また記憶領域３
３０は、表示装置３００と通信が可能な外部装置等に設けられても良い。
【００４８】
　本実施形態の保存制御部３１１は、情報端末２００から受信した再生コンテンツデータ
３３１と再生制御情報３３２とを記憶領域３３０に格納する。また本実施形態の保存制御
部３１１は、情報端末２００から再生コンテンツデータ３３１の再生指示を受けると、再
生制御情報３３２に含まれる各項目の値を表示装置３００に設定する。
【００４９】
　検証部３１２は、再生制御情報３３２に基づき、再生コンテンツデータ３３１が表示装
置３００において再生可能か否かを検証する。検証部３１２の処理の詳細は後述する。通
知部３１３は、検証結果を情報端末２００に通知する。
【００５０】
　以下に本実施形態の再生制御情報生成部２１３による再生制御情報の生成について説明
する。
【００５１】
　図５は、第一の実施形態の設定項目情報の一例を示す図である。
【００５２】
　本実施形態の設定項目情報２２２には、例えば設定項目として、Ｏｒｄｅｒ、Ｔｉｍｅ
、Ｅｆｆｅｃｔが含まれる。
【００５３】
　項目Ｏｒｄｅｒは、再生コンテンツデータ３３１に含まれるコンテンツデータ２２１の
再生順を示す項目である。本実施形態では、例えば項目Ｏｒｄｅｒの値が０のとき、再生
コンテンツデータ３３１に含まれるコンテンツデータ２２１の再生順が指定されているこ
とを示す。また項目Ｏｒｄｅｒの値が１のとき、再生コンテンツデータ３３１に含まれる
コンテンツデータ２２１の再生順はランダムとなる。コンテンツデータ２２１の再生順は
、例えばコンテンツデータ２２１の一覧画面で再生コンテンツデータ３３１に選択された
順であっても良い。
【００５４】
　項目Ｔｉｍｅは、再生コンテンツデータ３３１に含まれるコンテンツデータ２２１の再
生時間を示す項目である。
【００５５】
　項目Ｅｆｆｅｃｔは、再生コンテンツデータ３３１に含まれるコンテンツデータ２２１
の表示の切り替え方を示す項目である。
【００５６】
　本実施形態の情報端末２００は、表示制御部２１１が設定項目情報２２２に基づき、各
項目の設定画面を表示させる。設定画面の詳細は後述する。
【００５７】
　以下に、情報端末２００において、記憶領域２２０に格納されたコンテンツデータ２２
１から、３つのコンテンツデータ２２１ａ，２２１ｂ，２２１ｃがこの順番に選択された
場合の各項目について考える。
【００５８】
　この場合、再生コンテンツデータ３３１は、コンテンツデータ２２１ａ，２２１ｂ，２
２１ｃの集合となる。よって項目Ｏｒｄｅｒの値が０であった場合、コンテンツデータ２
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２１ａ，２２１ｂ，２２１ｃは、この順番が再生の順序に設定される。また項目Ｏｒｄｅ
ｒの値が１であった場合、コンテンツデータ２２１ａ，２２１ｂ，２２１ｃの再生順はラ
ンダムとなる。本実施形態では、項目Ｏｒｄｅｒの値は初期値として０が予め設定されて
いても良い。
【００５９】
　項目Ｔｉｍｅでは、コンテンツデータ２２１ａ，２２１ｂ，２２１ｃのそれぞれの再生
時間が設定される。尚項目Ｔｉｍｅでは、初期値として５秒という時間が予め設定されて
いる。
【００６０】
　項目Ｅｆｆｅｃｔでは、例えばンテンツデータ２２１ａ，２２１ｂ，２２１ｃがこの順
に再生されるものと設定された場合には、表示装置３００の表示がコンテンツデータ２２
１ａからコンテンツデータ２２１ｂへ切り替わるときの切り替え方が設定される。また項
目Ｅｆｆｅｃｔでは、コンテンツデータ２２１ｂからコンテンツデータ２２１ｃへ切り替
わるときの切り替え方が設定される。尚項目Ｅｆｆｃｔでは、初期値としてフェードイン
が設定されている。フェードインとは、徐々に再生される画像が明確になるように表示を
切り替える切り替え方である。
【００６１】
　本実施形態では、表示の切り替え方として、左右へのプッシュやワイプ等が設定できる
。プッシュとは、例えば表示されているコンテンツデータを左右のどちらかに押し出すよ
うにして次のコンテンツデータを表示させる表示の切り替え方である。またワイプとは、
表示中のコンテンツデータを拭き取るようにして次のコンテンツデータを表示させる表示
の切り替え方である。
【００６２】
　尚本実施形態では、再生コンテンツデータ３３１に含まれるコンテンツデータ２２１に
対して一括して設定項目情報２２２に含まれる項目に値を設定しても良いし、再生コンテ
ンツデータ３３１に含まれる各コンテンツデータ２２１に項目の値を設定しても良い。
【００６３】
　図６は、第一の実施形態の設定テーブルの一例を示す図である。本実施形態の設定テー
ブル２１５は、設定項目情報２２２に含まれる項目Ｏｒｄｅｒ、Ｔｉｍｅ、Ｅｆｆｅｃの
他に、項目Ｖｅｒｓｉｏｎ、コンテンツリスト、パスを含む。
【００６４】
　本実施形態の項目Ｖｅｒｉｏｎは、再生制御情報３３２を生成する際のフォーマットの
バージョンを示す項目である。本実施形態の項目Ｖｅｒｉｏｎの値は、再生コンテンツデ
ータ３３１を表示装置３００に表示させるために、表示装置３００側と対応した値とする
。
【００６５】
　項目コンテンツリストは、コンテンツデータの再生設定の配列を示す。配列とは、例え
ば再生コンテンツデータ３３１に含まれるコンテンツデータ２２１が記憶領域３３０に格
納された順や、コンテンツデータ２２１が選択された順等である。本実施形態の設定テー
ブル２１５では、項目Ｖｅｒｓｉｏｎ、コンテンツリストは予め設定されているものとし
た。
【００６６】
　項目パスは、再生コンテンツデータ３３１に含まれる各コンテンツデータ２２１の格納
場所を示す。本実施形態では、コンテンツデータ２２１が選択されたとき、そのコンテン
ツデータ２２１の格納場所を項目パスの値として設定テーブル２１５に設定しても良い。
また本実施形態の項目パスの値には、選択されたコンテンツデータ２２１のファイル名が
含まれても良い。
【００６７】
　本実施形態の再生情報生成部２１３は、設定項目情報２２２に含まれる各項目の値がユ
ーザにより設定されると、ユーザにより設定された値を設定テーブル２１５の該当する項
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目と対応付ける。そして再生制御情報生成部２１３は、設定テーブル２１５を参照して再
生制御情報３３２を生成する。
【００６８】
　尚本実施形態では、設定テーブル２１５に含まれる一部の項目が設定項目情報２２２に
含まれるものとしたが、これに限定されない。例えば設定テーブル２１５に含まれる全て
の項目が設定項目情報２２２に含まれても良い。すなわち設定テーブル２１５に含まれる
全ての項目の値が、ユーザにより設定可能であっても良い。
【００６９】
　図７は、第一の実施形態の再生制御情報の一例を説明する図である。本実施形態の再生
制御情報生成部２１３は、設定テーブル２１５の各項目の値が設定されると、全ての項目
の値を含む所定のフォーマットの再生制御情報３３２を生成する。
【００７０】
　図７の例では、所定のフォーマットは、ジェイソン形式とした。ジェイソン形式とは、
JavaScript（登録商標）におけるオブジェクトの表記法をベースとした軽量なデータ記述
言語である。本実施形態の再生制御情報３３２のフォーマットは、表示装置３００が読取
可能なフォーマットとした。
【００７１】
　図７の例では、項目Ｖｅｒｓｉｏｎの値は１．１．０であり、項目Ｏｒｄｅｒの値は０
であり、項目コンテンツリストの値として、再生コンテンツデータ３３１に含まれる５つ
のコンテンツデータ２２１が再生順に並べられている。項目コンテンツリストの値は、具
体的には再生コンテンツデータ３３１に含まれ各コンテンツデータ２２１の項目パスの値
、項目Ｔｉｍｅの値、項目Ｅｆｆｅｃｔの値である。
【００７２】
　以上のように本実施形態では、ユーザが設定した値を含む再生制御情報３３２を生成し
、表示装置３００へ送信する。よって本実施形態では、ユーザの所望の再生の仕方を表示
装置３００に設定させることができる。
【００７３】
　尚図７は、本実施形態の再生制御情報３３２の一例を示すものであって、再生制御情報
３３２はこれに限定されるものではない。再生制御情報３３２は、少なくとも再生コンテ
ンツデータ３３１が含むコンテンツデータ２２１の格納場所が含まれていれば良い。
【００７４】
　次に図８を参照して本実施形態の表示システム１００の動作を説明する。図８は、第一
の実施形態の表示システムの動作を説明するシーケンス図である。
【００７５】
　本実施形態の表示システム１００において、ユーザが情報端末２００に対してコンテン
ツデータ２２１の一覧表示要求を行うと（ステップＳ８０１）、情報端末２００は表示制
御部２１１により、コンテンツデータ２２１の一覧画面を表示させる（ステップＳ８０２
）。尚一覧画面の詳細は後述する。
【００７６】
　続いて情報端末２００は、入力受付部２１２により、一覧画面におけるコンテンツデー
タ２２１の選択を受け付ける（ステップＳ８０３）。本実施形態の情報端末２００は、ユ
ーザがコンテンツデータ２２１の選択を終了するまでステップＳ８０３の処理を繰り返す
。ステップＳ８０３で選択されたコンテンツデータ２２１の集合は、再生コンテンツデー
タ３３１となる。
【００７７】
　続いて情報端末２００は、表示制御部２１１により、設定項目情報２２２を参照し、設
定項目情報２２２に含まれる項目の設定画面を表示させる（ステップＳ８０４）。設定画
面の詳細は後述する。
【００７８】
　続いて情報端末２００は、設定画面において入力された各項目の値を入力受付部２１２
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により受け付ける（ステップＳ８０５）。入力された各項目の値は、設定テーブル２１５
において、該当する項目と対応付けられて保持される。設定項目情報２２２に含まれる項
目は、前述した通りである。
【００７９】
　続いて情報端末２００は、ユーザにより、再生コンテンツデータ３３１の再生要求を受
け付けると（ステップＳ８０６）、再生制御情報生成部２１３により、再生制御情報３３
２を生成する（ステップＳ８０７）。具体的には本実施形態の再生制御情報生成部２１３
は、再生要求を受けると、設定テーブル２１５に格納された各項目の値を所定のフォーマ
ットに代入して再生制御情報３３２を生成する。
【００８０】
　続いて情報端末２００は、送信部２１４により、再生制御情報３３２を表示装置３００
へ送信する（ステップＳ８０８）。
【００８１】
　表示装置３００は、情報端末２００から再生制御情報３３２を受信すると、保存制御部
３１１により再生制御情報３３２を記憶領域３３０に格納する（ステップＳ８０９）。
【００８２】
　続いて情報端末２００は、送信部２１４により、再生コンテンツデータ３３１を表示装
置３００へ送信する（ステップＳ８１０）。表示装置３００は、保存制御部３１１により
、再生コンテンツデータ３３１を記憶領域３３０に格納する（ステップＳ８１１）。本実
施形態では、例えば記憶領域３３０内に情報端末２００と対応したフォルダ等が設けられ
ており、再生コンテンツデータ３３１と再生制御情報３３２とはこのフォルダに格納され
ても良い。
【００８３】
　続いて表示装置３００は、通知部３１３により、記憶領域３３０への再生コンテンツデ
ータ３３１の格納（アップロード）が完了したことを情報端末２００へ通知する（ステッ
プＳ８１２）。
【００８４】
　情報端末２００は、この通知を受けると、表示装置３００に対して再生コンテンツデー
タ３３１の再生指示を送信する（ステップＳ８１３）。本実施形態の表示装置３００は、
情報端末２００から再生指示を受信すると、再生制御情報３３２にしたがった再生コンテ
ンツデータ３３１の再生が実行されるように、再生制御情報３３２に含まれる各項目の値
を自身へ設定する。
【００８５】
　また表示装置３００は、再生指示を受けると、検証部３１２により再生制御情報３３２
にしたがった再生コンテンツデータ３３１の再生が行えるか否かの検証を行う（ステップ
Ｓ８１４）。
【００８６】
　以下に本実施形態の検証部３１２による検証について説明する。本実施形態の検証部３
１２は、再生制御情報３３２を参照し、再生制御情報３３２が表示装置３００により読取
可能なフォーマットであるか否かを検証する。また検証部３１２は、再生制御情報３３２
を参照し、例えば項目Ｖｅｒｓｉｏｎの値が表示装置３００と対応しているか、また再生
制御情報３３２に各コンテンツデータ２２１の項目パスの値が含まれているか否か等を検
証する。
【００８７】
　本実施形態の通知部３１３は、検証部３１２による検証結果を情報端末２００へ通知す
る（ステップＳ８１５）。具体的には本実施形態の通知部３１３は、例えば再生コンテン
ツデータ３３１が再生可能であることが検証された場合、通信が成功したことを情報端末
２００へ通知しても良い。通知部３１３からの通知を受けると、情報端末２００は、通知
結果を表示させる（ステップＳ８１６）。
【００８８】
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　また通知部３１３は、再生コンテンツデータ３３１の再生が不可能である場合、通信に
失敗したことを情報端末２００へ通知する。再生が不可能である場合とは、例えば再生制
御情報３３２が表示装置３００では読み取れないフォーマットであった場合、Ｖｅｒｓｉ
ｏｎが表示装置３００と対応していない場合、再生制御情報３３２に、コンテンツデータ
２２１の項目パスの値が含まれていない場合等である。
【００８９】
　本実施形態では、例えば通信に失敗した場合に、再生コンテンツデータ３３１の再送を
促すメッセージを情報端末２００に表示させても良い。情報端末２００は、再生コンテン
ツデータ３３１を再送する場合に、ステップＳ８０４～ステップＳ８０８までの処理を繰
り返しても良い。また情報端末２００は、再生コンテンツデータ３３１を再送する場合に
、再生コンテンツデータ３３１と設定項目情報２２２に含まれる項目の値のみを表示装置
３００へ送信しても良い。この場合表示装置３００は、再送された項目の値を再生制御情
報３３２の該当する項目へ格納し、再度検証部３１２による検証を行っても良い。
【００９０】
　ステップＳ８１６に続いて表示装置３００は、再生コンテンツデータ３３１を再生制御
情報３３２にしたがって再生する（ステップＳ８１７）。
【００９１】
　尚図８では、情報端末２００は、再生制御情報３３２を表示装置３００に送信した後に
再生コンテンツデータ３３１を表示装置３００に送信するものとしたが、これに限定され
ない。例えば情報端末２００は、再生制御情報３３２を再生コンテンツデータ３３１と対
応付けて、両者を同時に表示装置３００へ送信しても良い。
【００９２】
　また図８では、一覧画面においてコンテンツデータ２２１が選択され、設定項目情報２
２２の項目の値が設定された後に、再生制御情報３３２を生成するものとしたが、これに
限定されない。情報端末２００は、例えばコンテンツデータ２２１の選択や設定項目情報
２２２の項目の値の設定の際に、平行して再生制御情報３３２を生成しても良い。
【００９３】
　また設定項目情報２２２の項目の値の設定は、例えば再生制御プログラム２１０が起動
した際に行われても良いし、コンテンツデータ２２１の一覧表示要求を受けた直後に行わ
れても良い。設定項目情報２２２の項目の値の設定は、再生制御情報３３２を生成する際
に設定されていれば良い。
【００９４】
　以下に図９、図１０を参照して情報端末２００に表示される画面の例について説明する
。図９は、第一の実施形態の情報端末に表示されるコンテンツデータの一覧画面の例を示
す図である。
【００９５】
　図９に示すコンテンツデータの一覧画面９１は、記憶領域２２０に格納されたコンテン
ツデータ２２１の一覧が表示される表示領域９２と、表示領域９２において選択された再
生コンテンツデータ３３１が表示される表示領域９３とを有している。尚表示領域９２、
には、コンテンツデータ２２１のサムネイルの一覧が表示されても良い。また表示領域９
３も同様に、表示領域９２において選択されたコンテンツデータ２２１のサムネイルが表
示されても良い。
【００９６】
　図９に示す例では、一覧画面９１の表示領域９２に表示されたコンテンツデータ２２１
の一覧から、コンテンツデータ２２１ａ，２２１ｂが選択されている。選択されたコンテ
ンツデータ２２１ａ，２２１ｂは、再生コンテンツデータ３３１として、表示領域９３に
表示される。また表示領域９２のコンテンツデータ２２１ａ，２２１ｂのサムネイルには
、選択されたことを示すチェック等が重ねて表示されても良い。
【００９７】
　本実施形態では、表示領域９３に表示された順にコンテンツデータ２２１が再生される
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。すなわち図９の再生コンテンツデータ３３１では、コンテンツデータ２２１ａ，２２１
ｂの順に再生される。
【００９８】
　表示領域９３に表示されるコンテンツデータ２２１の順番は、例えば表示領域９２にお
いてコンテンツデータ２２１が選択された順であっても良い。表示領域９３に表示された
コンテンツデータ２２１の並び順は、ユーザが任意に変更することができる。
【００９９】
　図１０は、第一の実施形態の情報端末に表示される設定画面の例を示す図である。図１
０に示す設定画面１０１は、設定項目情報２２２に含まれる項目Ｔｉｍｅの値を設定させ
る表示領域１０２と、項目Ｅｆｆｅｃｔの値を設定させる表示領域１０３とを有する。
【０１００】
　図１０の例では、項目Ｔｉｍｅの値を設定させるユーザインターフェイスとして、スラ
イダー１０２ａを用いた。また図１０の例では、項目Ｅｆｆｅｃｔの値を設定させるユー
ザインターフェイスとして、各値と対応するコンテンツデータ２２１の切り替え方を示す
アニメーションのアイコンを用いた。
【０１０１】
　本実施形態では、各項目の値を設定させるユーザインターフェイスを上記のように視覚
的に認識しやすくすることで、ユーザに容易に各項目の値を設定させることができる。
【０１０２】
　以上のように本実施形態の表示システム１００では、情報端末２００がユーザにより選
択されたコンテンツデータ２２１から成る再生コンテンツデータ３３１と、ユーザが設定
した項目の値を含む再生制御情報３３２とを表示装置３００へ送信する。そして表示装置
３００は、情報端末２００から受信した再生制御情報３３２に基づき再生コンテンツデー
タ３３１の再生に関する情報を設定し、再生制御情報３３２にしたがって再生コンテンツ
データ３３１を再生する。
【０１０３】
　よって本実施形態では、表示装置３００にユーザの希望に添ったコンテンツデータの再
生に関する情報を設定させることができる。
【０１０４】
　（第二の実施形態）
　以下に図面を参照して本発明の第二の実施形態について説明する。本発明の第二の実施
形態では、選択されたコンテンツデータが複数であるか否かに応じた再生制御情報を生成
する点が第一の実施形態と相違する。よって以下の第二の実施形態の説明では、第一の実
施形態との相違点についてのみ説明し、第一の実施形態と同様の機能構成を有するものに
は第一の実施形態の説明で用いた符号と同様の符号を付与し、その説明を省略する。
【０１０５】
　図１１は、第二の実施形態の表示システムが有する各装置の機能構成の一例を示す図で
ある。
【０１０６】
　本実施形態の表示システム１００Ａは、情報端末２００Ａと、表示装置３００とを有す
る。
【０１０７】
　本実施形態の情報端末２００Ａには、再生制御プログラム２１０Ａがインストールされ
ている。本実施形態の情報端末２００Ａは、表示制御部２１１、入力受付部２１２、再生
制御情報生成部２１３Ａ、送信部２１４、コンテンツ数検出部２１６を有する。
【０１０８】
　本実施形態のコンテンツ数検出部２１６は、コンテンツデータ２２１の一覧画面におい
て選択された再生コンテンツデータ３３１が含むコンテンツデータ２２１の数を検出する
。
【０１０９】
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　本実施形態の再生制御情報生成部２１３Ａは、検出されたコンテンツデータ２２１の数
が複数である場合には、第一の実施形態と同様の再生制御情報３３２を生成する。また再
生制御情報生成部２１３Ａは、検出されたコンテンツデータ２２１の数が１つの場合には
、再生コンテンツデータ３３１が１つの場合の再生制御情報３３２Ａを生成する。
【０１１０】
　具体的には再生制御情報生成部２１３Ａは、検出されたコンテンツデータ２２１の数が
１つである場合、表示装置３００におけるコンテンツデータ２２１の表示の切り替えに関
する項目に無効な値を設定した再生制御情報３３２Ａを生成する。
【０１１１】
　例えば再生コンテンツデータ３３１が１つの画像データであることを考える。
【０１１２】
　この場合表示装置３００は、再生制御情報３３２に含まれる再生時間にしたがって画像
データを再生し、再生時間が経過すると再生処理を終了する。そして表示装置３００は、
再生の繰り返し指示に従って再度同じ画像データを再生することが考えられる。この場合
、表示装置３００は結果として同じ画像データの再生／停止を繰り返すことになり、画面
にちらつきが生じることが推測される。
【０１１３】
　この状態を回避する手法として、例えば再生コンテンツデータ３３１が１つのコンテン
ツデータであったとき、コンテンツデータの表示の切り替えを行わないようにユーザに再
生制御情報３３２の再設定を促すことが考えられる。
【０１１４】
　本実施形態では、再生制御情報３３２Ａの表示の切り替えに関する項目の値を無効とす
ることで、再生コンテンツデータ３３１の再生の際に不要な表示の切り替えをなくし、所
望のコンテンツデータの再生を継続させる。
【０１１５】
　また本実施形態では、再生コンテンツデータ３３１に含まれるコンテンツデータ２２１
の数に応じて表示の切り替えに関する項目の値を無効とするため、ユーザによる再設定が
不要となり、操作性を向上させる。
【０１１６】
　以下に図１２を参照して、本実施形態の再生制御情報３３２Ａについて説明する。図１
２は、第二の実施形態の再生制御情報の一例を説明する図である。
【０１１７】
　図１２に示す再生制御情報３３２Ａは、コンテンツデータ２２１の一覧画面において、
再生コンテンツデータ３３１として「file_1.jpeg」が選択された場合に生成されたもの
である。
【０１１８】
　再生制御情報３３２Ａにおいて、コンテンツデータの表示の切り替えに関する項目とは
、例えば項目Ｔｉｍｅや項目Ｅｆｆｅｃｔである。そこで本実施形態の再生制御情報生成
部２１３Ａは、項目Ｔｉｍｅの値として、「０」を設定する。項目Ｔｉｍｅは、コンテン
ツデータの切り替わり間隔に関するパラメータであるから、「０」を設定することでコン
テンツデータは切り替わらなくなる。すなわち本実施形態では、項目Ｔｉｍｅの値に「０
」を設定することで、項目Ｔｉｍｅの値を無効としている。
【０１１９】
　尚図１２では、項目Ｔｉｍｅの値を設定するものとして説明したが、これに限定されな
い。例えば項目Ｔｉｍｅの値は、「∞（無限大）」に設定されても良い。また表示の切り
替えに関する項目として、項目Ｔｉｍｅに加えて項目Ｅｆｆｅｃｔの値を無効にしても良
い。
【０１２０】
　本実施形態において、項目Ｅｆｆｅｃｔの値を無効とする方法は、例えば項目Ｅｆｆｅ
ｃｔの値を設定しない方法、項目Ｅｆｆｅｃｔの値を「Ｅｆｆｅｃｔなし」と対応する値
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（図６参照）に設定する方法等がある。
【０１２１】
　また本実施形態では、例えば項目Ｔｉｍｅの値と項目Ｅｆｆｅｃｔの値の両方を無効と
しても良いし、項目Ｔｉｍｅの値のみを無効としても良い。
【０１２２】
　以下に図１３を参照して本実施形態の表示システム１００Ａの動作を説明する。図１３
は、第二の実施形態の表示システムの動作を説明するシーケンス図である。
【０１２３】
　図１３のステップＳ１３０１からステップＳ１３０６までの処理は、図８のステップＳ
８０１からステップＳ８０６までの処理と同様であるから説明を省略する。
【０１２４】
　情報端末２００Ａは、ステップＳ１３０６において再生要求を受け付けると、コンテン
ツ数検出部２１６は、ステップＳ１３０３で選択されたコンテンツデータ２２１の数を検
出する（ステップＳ１３０７）。
【０１２５】
　続いて再生制御情報生成部２１３Ａは、ステップＳ１３０７において検出されたコンテ
ンツデータ２２１の数に応じた再生制御情報を生成する（ステップＳ１３０８）。より具
体的には再生制御情報生成部２１３Ａは、検出されたコンテンツデータ２２１が複数の場
合、すなわち再生コンテンツデータ３３１に含まれるコンテンツデータが複数であった場
合、第一の実施形態と同様の手法で再生制御情報３３２を生成する。また本実施形態の再
生制御情報生成部２１３Ａは、検出されたコンテンツデータ２２１が１つ（単数）の場合
、すなわち再生コンテンツデータ３３１が１つのコンテンツデータ２２１であった場合、
表示の切り替えに関する項目の値を無効とした再生制御情報３３２Ａを生成する。
【０１２６】
　図１３のステップＳ１３０９からステップＳ１３１８までの処理は、図８のステップＳ
８０８からステップＳ８１７までの処理と同様であるから、説明を省略する。
【０１２７】
　尚図１３の例では、ステップＳ１３０８で再生制御情報３３２が生成される前に、ステ
ップＳ１３０４において設定項目情報２２２に含まれる項目の値が設定されているものと
したが、これに限定されない。
【０１２８】
　設定項目情報２２２に含まれる項目の値は、例えばステップＳ１３０７において再生コ
ンテンツデータ３３１のコンテンツデータ２２１の数を検出した後に設定画面１０１によ
り設定されても良い。
【０１２９】
　本実施形態の表示制御部２１１は、再生コンテンツデータ３３１のコンテンツデータ２
２１が１つだった場合、設定画面１０１の項目Ｔｉｍｅの値を設定させるユーザインター
フェイスであるスライダー１０２ａ（図１０参照）を表示させなくても良い。または表示
制御部２１１は、スライダー１０２ａが操作不能な状態で表示しても良い。
【０１３０】
　同様に本実施形態の表示制御部２１１は、設定画面１０１の項目Ｅｆｆｅｃｔの値を設
定させるアニメーションのアイコンを表示させなくても良い。また表示制御部２１１は、
項目Ｅｆｆｅｃｔの値を設定させるアニメーションのアイコンを操作不能な状態で表示さ
せても良い。
【０１３１】
　以上のように本実施形態では、再生コンテンツデータ３３１に選択されたコンテンツデ
ータ２２１の数が１つであった場合に、表示の切り替えに関する項目の値を無効にした再
生制御情報を表示装置３００へ送信する。本実施形態では、この構成により、不要な表示
の切り替えをなくし、所望のコンテンツデータの再生を継続させることができる。さらに
本実施形態では、この構成によりユーザによる再設定を不要とし、操作性を向上させるこ
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とができる。
【０１３２】
　（第三の実施形態）
　以下に図面を参照して本発明の第三の実施形態について説明する。本発明の第三の実施
形態では、再生コンテンツデータに含まれるコンテンツデータの数を表示装置側で検出す
る点が第二の実施形態と相違する。よって以下の第三の実施形態の説明では、第二の実施
形態との相違点についてのみ説明し、第二の実施形態と同様の機能構成を有するものには
第二の実施形態の説明で用いた符号と同様の符号を付与し、その説明を省略する。
【０１３３】
　図１４は、第三の実施形態の表示システムが有する各装置の機能構成の一例を示す図で
ある。
【０１３４】
　本実施形態の表示システム１００Ｂは、情報端末２００と、表示装置３００Ａとを有す
る。
【０１３５】
　本実施形態の表示装置３００Ａには、再生プログラム３１０Ａがインストールされてい
る。本実施形態の表示装置３００Ａは、保存制御部３１１、検証部３１２、通知部３１３
に加えてコンテンツ数検出部３１４、再生制御部３１５を有する。また本実施形態の表示
装置３００Ａは、表示制御部３２０Ａを有する。
【０１３６】
　本実施形態のコンテンツ数検出部３１４は、情報端末２００から送信されてきた再生コ
ンテンツデータ３３１に含まれるコンテンツデータ２２１の数を検出する。
【０１３７】
　本実施形態の再生制御部３１５は、コンテンツ数検出部３１４により検出されたコンテ
ンツデータ２２１の数が１つであるか複数であるか否かに応じて、情報端末２００から受
信した再生制御情報３３２にしたがった再生を行うか否かを判断する。
【０１３８】
　具体的には本実施形態の再生制御部３１５は、例えば再生コンテンツデータ３３１に含
まれるコンテンツデータ２２１が１つであった場合、情報端末２００から受信した再生制
御情報３３２の表示の切り替えに関する項目の値を無効として表示制御部３２０に渡す。
【０１３９】
　また本実施形態の再生制御部３１５は、再生コンテンツデータ３３１に含まれるコンテ
ンツデータ２２１が複数あった場合、情報端末２００から受信した再生制御情報をそのま
ま表示制御部３２０へ渡す。
【０１４０】
　表示制御部３２０は、再生制御部３１５から渡された再生制御情報に基づき再生コンテ
ンツデータ３３１を再生する。
【０１４１】
　以上のように本実施形態では、第二の実施形態では情報端末２００Ａで実現していた機
能を表示装置３００Ａで実現することにより、第二の実施形態と同様の効果を得ることが
できる。
【０１４２】
　図１５は、第三の実施形態の再生制御情報の一例を説明する図である。図１５に示す再
生制御情報３３２Ｂは、コンテンツデータ２２１の一覧画面において、再生コンテンツデ
ータ３３１として「file_1.jpeg」が選択され、設定項目情報２２２に含まれる項目Ｔｉ
ｍｅの値が１０に設定されたときの再生制御情報である。
【０１４３】
　図１５の例では、再生コンテンツデータ３３１が１つのコンテンツデータ（画像データ
）であるため、再生制御部３１５は、項目Ｔｉｍｅの値を無効として表示制御部３２０に
渡す。具体的には再生制御部３１５は、例えば再生制御情報３３２Ｂの項目Ｔｉｍｅの値
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を「０」又は「∞」に書き換えて、表示制御部３２０に渡しても良い。
【０１４４】
　以下に図１６を参照して本実施形態の表示システム１００Ｂの動作を説明する。図１６
は、第三の実施形態の表示システムの動作を説明するシーケンス図である。
【０１４５】
　図１６のステップＳ１６０１からステップＳ１６１６までの処理は、図８のステップＳ
８０１からステップＳ８１６までの処理と同様であるから、説明を省略する。
【０１４６】
　ステップＳ１６１４において検証部３１２による検証が終了すると、コンテンツ数検出
部３１４は、受信した再生制御情報３３２から再生コンテンツデータ３３１に含まれるコ
ンテンツデータ２２１の数を検出する（ステップＳ１６１７）。このとき再生制御部３１
５は、コンテンツデータ２２１の数が１つであった場合には、再生制御情報３３２の表示
に関する項目の値を無効とし、表示制御部３２０へ渡す。無効にする手法は、上述した通
りである。また再生制御部３１５は、コンテンツデータ２２１が複数あった場合、情報端
末２００から受信した再生制御情報３３２をそのまま表示制御部３２０へ渡す。
【０１４７】
　図１６のステップＳ１６１８の処理は、図８のステップＳ８１７と同様であるから説明
を省略する。
【０１４８】
　尚本実施形態では、再生コンテンツデータ３３１に含まれるコンテンツデータ２２１が
１つの場合、表示に関する項目の値を無効にするものとしたが、これに限定されない。例
えば再生制御部３１５は、表示制御部３２０により、再生コンテンツデータ３３１を項目
Ｔｉｍｅの値のしたがって表示させた後に、表示制御部３２０による再生コンテンツデー
タ３３１による表示処理を終了させても良い。
【０１４９】
　また本実施形態の再生制御部３１５は、再生制御情報３３２に含まれる項目Ｔｉｍｅの
他に、表示の切り替えに関する項目として、項目Ｅｆｆｅｃｔの値を無視しても良い。ま
た本実施形態の再生制御部３１５は、表示の切り替えに関する項目として、項目Ｔｉｍｅ
の値と、項目Ｅｆｆｅｃｔの値の両方を無効としても良い。
【０１５０】
　また本実施形態のコンテンツ数検出部３１４及び再生制御部３１５は、例えば検証部３
１２の一部として表示装置３００に設けられていても良い。その場合、コンテンツ数検出
部３１４及び再生制御部３１５の処理は、検証部３１２による検証処理の一部として実行
されても良い。
【０１５１】
　以上のように本実施形態では、再生コンテンツデータ３３１に含まれるコンテンツデー
タ２２１の数が１つであった場合に、情報端末２００から受信した再生制御情報３３２の
表示の切り替えに関する項目の値を無効にする。本実施形態では、この構成により、不要
な表示の切り替えをなくし、所望のコンテンツデータの再生を継続させることができる。
さらに本実施形態では、この構成によりユーザによる再設定を不要とし、操作性を向上さ
せることができる。
【０１５２】
　（第四の実施形態）
　以下に図面を参照して本発明の第四の実施形態について説明する。本発明の第四の実施
形態では、コンテンツデータがコンテンツ提供サーバから提供される点が第二の実施形態
と相違する。よって以下の第四の実施形態の説明では、第二の実施形態との相違点につい
てのみ説明し、第二の実施形態と同様の機能構成を有するものには第二の実施形態の説明
で用いた符号と同様の符号を付与し、その説明を省略する。
【０１５３】
　図１７は、第四の実施形態の表示システムのシステム構成の一例を示す図である。
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【０１５４】
　本実施形態の表示システム１００Ｃは、情報端末２００Ｂと、表示装置３００と、コン
テンツ提供サーバ４００とを有する。
【０１５５】
　本実施形態の情報端末２００Ｂには、再生制御プログラム２１０Ｂがインストールされ
ている。本実施形態の情報端末２００Ａは、再生制御プログラム２１０Ｂを実行して、コ
ンテンツ提供サーバ４００から表示装置３００で再生するコンテンツデータをユーザに選
択させる。また本実施形態の情報端末２００Ａは、選択された再生コンテンツデータの再
生制御情報を生成して表示装置３００へ送信する。
【０１５６】
　本実施形態のコンテンツ提供サーバ４００は、ネットワーク上に存在しており、コンテ
ンツデータの取得要求に応じてコンテンツデータを提供するサーバである。
【０１５７】
　すなわち本実施形態の表示システム１００Ｃでは、再生コンテンツデータ３３１はコン
テンツ提供サーバ４００から表示装置３００へ提供されため、情報端末２００Ｂから表示
装置３００に送信される情報は再生制御情報のみとなる。このため本実施形態では、情報
端末２００Ｂと表示装置３００の通信時間を短縮することができ、情報端末２００Ｂのユ
ーザは、短時間で表示装置３００に所望の再生コンテンツデータ３３１の再生の仕方を設
定することができる。
【０１５８】
　図１８は、第四の実施形態の表示システムが有する各装置の機能構成の一例を示す図で
ある。
【０１５９】
　本実施形態の情報端末２００Ｂは、第二の実施形態の情報端末２００Ａの有する各部に
加え、一覧取得部２１７を有する。
【０１６０】
　本実施形態の情報端末２００Ｂは、記憶領域２２０内に選択対象となるコンテンツデー
タ２２１を有しておらず、設定項目情報２２２のみが格納されている。本実施形態の一覧
取得部２１７は、ユーザからコンテンツデータ２２１の一覧の取得要求を受けると、コン
テンツ提供サーバ４００に格納されたコンテンツデータ２２１の一覧を取得する。
【０１６１】
　本実施形態の表示制御部２１１は、一覧取得部２１７が取得した一覧に基づき一覧画面
を表示させる。また本実施形態の再生制御情報生成部２１３Ａは、一覧画面において再生
されるコンテンツデータ２２１が選択されたとき、選択されたコンテンツデータ２２１の
格納場所を示す情報（項目パスの値）をコンテンツ提供サーバ４００から取得する。そし
て再生制御情報生成部２１３は、コンテンツ提供サーバ４００から取得した項目パスの値
を設定テーブル２１５に格納し、再生制御情報３３２Ｃを生成する。本実施形態の再生制
御情報３３２Ｃの詳細は後述する。
【０１６２】
　また本実施形態の再生制御情報生成部２１３Ａは、さらに選択されたコンテンツデータ
２２１が複数であるか否かに応じて、再生制御情報３３２Ｃを生成する。すなわち再生制
御情報生成部２１３Ａは、選択されたコンテンツデータ２２１が１つである場合、表示の
切り替えに関する項目の値を無効とした再生制御情報を生成する。
【０１６３】
　本実施形態のコンテンツ提供サーバ４００は、例えばＣＰＵと記憶部とを有する一般的
なコンピュータにより実現される。
【０１６４】
　本実施形態のコンテンツ提供サーバ４００は、記憶部内に設けられた所定の記憶領域４
１０を有し、記憶領域４１０にコンテンツデータ２２１が格納されている。
【０１６５】
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　また本実施形態のコンテンツ提供サーバ４００は、一覧提供部４２１、コンテンツ提供
部４２２を有する。本実施形態の一覧提供部４２１は、情報端末２００Ａから記憶領域４
１０に格納されたコンテンツデータ２２１の一覧の取得要求を受けると、コンテンツデー
タ２２１の一覧を情報端末２００Ａに提供する。
【０１６６】
　コンテンツ提供部４２２は、一覧提供部４２１が提供したコンテンツデータ２２１の一
覧において選択されたコンテンツデータ２２１を再生コンテンツデータ３３１として表示
装置３００へ提供する。
【０１６７】
　以下に本実施形態の再生制御情報３３２Ｃについて説明する。図１９は、第四の実施形
態の再生制御情報の一例を説明する図である。
【０１６８】
　本実施形態の再生制御情報３３２Ｃは、再生コンテンツデータ３３１として「file_1.j
peg」が選択され、設定項目情報２２２に含まれる項目Ｔｉｍｅの値が１０に設定された
ときの再生制御情報である。また再生制御情報３３２Ｃでは、再生コンテンツデータ３３
１に含まれるコンテンツデータ２２１の項目パスの値が、コンテンツ提供サーバ４００内
のコンテンツデータ２２１の格納場所を示す情報となっている。
【０１６９】
　以下に図２０を参照して本実施形態の表示システム１００Ｃの動作について説明する。
図２０は、第四の実施形態の表示システムの動作を説明するシーケンス図である。
【０１７０】
　本実施形態の表示システム１００Ｃにおいて、ユーザが情報端末２００Ｂに対してコン
テンツデータ２２１の一覧表示要求を行う（ステップＳ２００１）。続いて情報端末２０
０Ｂは、コンテンツ提供サーバ４００に対してコンテンツデータ２２１の一覧の取得要求
を行い、一覧取得部２１７によりコンテンツデータ２２１の一覧を取得する（ステップＳ
２００２）。
【０１７１】
　図２０のステップＳ２００３からステップＳ２０１１までの処理は、図１３のステップ
Ｓ１３０２からステップＳ１３１０までの処理と同様であるから説明を省略する。
【０１７２】
　ステップＳ２０１１において、再生制御情報３３２Ｃが記憶領域３３０に格納されると
、表示装置３００は、通知部３１３により、情報端末２００Ｂに対して再生制御情報３３
２Ｃの送信が完了したことを通知する（ステップＳ２０１２）。
【０１７３】
　図２０のステップＳ２０１３からステップＳ２０１５までの処理は、図１３のステップ
Ｓ１３１４からステップＳ１３１６までの処理と同様であるから、説明を省略する。
【０１７４】
　表示装置３００は、ステップＳ２０１５において情報端末２００Ｂに検証結果を通知す
ると、続いて保存制御部３１１により、コンテンツ提供サーバ４００に対して再生コンテ
ンツデータ３３１の取得要求を行い（ステップＳ２０１６）、再生コンテンツデータ３３
１を取得する。続いて表示装置３００は、保存制御部３１１により、取得した再生コンテ
ンツデータ３３１を記憶領域３３０内に格納する（ステップＳ２０１７）。続いて表示装
置３００は、表示制御部３２０により、再生制御情報３３２Ｃにしたがって再生コンテン
ツデータ３３１の再生を行う（ステップＳ２０１８）。
【０１７５】
　以上のように本実施形態では、例えばコンテンツデータ２２１が情報端末２００Ｂの外
部装置に格納されていた場合でも、ユーザが選択した再生コンテンツデータ３３１をユー
ザの所望するように表示装置３００で再生させることができる。
【０１７６】
　尚上記各実施形態では、表示装置３００が再生コンテンツデータ３３１を取得するもの
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、再生制御情報３３２Ｃに基づきコンテンツ提供サーバ４００上の再生コンテンツデータ
３３１を参照して再生させても良い。
【０１７７】
　また上記各実施形態では、情報端末が再生制御情報を表示装置に送信するものとしたが
、これに限定されない。情報端末は、再生制御情報をネットワーク上のサーバにアップロ
ードし、再生制御情報のアップロード先を示す情報を表示装置へ送信しても良い。アップ
ロード先を示す情報とは、例えばＵＲＬ等である。この場合表示装置は、アップロード先
を示す情報に基づき再生制御情報をダウンロードしても良い。また表示装置は、アップロ
ード先を示す情報に基づきサーバに保持された再生制御情報を参照して再生コンテンツデ
ータを再生しても良い。
【０１７８】
　また本実施形態では、第二の実施形態にコンテンツ提供サーバを有する構成を適用した
場合について説明したが、これに限定されない。コンテンツ提供サーバを有する構成は、
第一の実施形態及び第三の実施形態にも適用することができる。
【０１７９】
　以上、各実施形態に基づき本発明の説明を行ってきたが、上記実施形態に示した要件に
本発明が限定されるものではない。これらの点に関しては、本発明の主旨をそこなわない
範囲で変更することができ、その応用形態に応じて適切に定めることができる。
【符号の説明】
【０１８０】
　１００、１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ　表示システム
　２００、２００Ａ、２００Ｂ　情報端末
　２１０、２１０Ａ、２１０Ｂ　再生制御プログラム
　２２０、３３０　記憶領域
　２１１　表示制御部
　２１２　入力受付部
　２１３、２１３Ａ　再生制御情報生成部
　２１４　送信部
　２１６、３１４　コンテンツ数検出部
　２２１　コンテンツデータ
　２２２　設定項目情報
　３００　表示装置
　３１０、３１０Ａ　再生プログラム
　３１５　再生制御部
　３２０　表示制御部
　３３１　再生コンテンツデータ
　３３２、３３２Ａ、３３２Ｂ、３３２Ｃ　再生制御情報
　４００　コンテンツ提供サーバ
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１８１】
【特許文献１】特開２０１３－００３３２７号公報
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